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の足下に子豚が入り込むことを防いでいる。

（イ）ロフト付き育成豚舎

　子豚用の温室とスロープを備えた２階建て

の育成豚舎（写真４，５）。限られた豚舎の面

積であっても、離乳後の子豚が自由に動き回

れるように設計されている。

（ウ）可動式の玩具つり下げ機

　豚が自由に遊ぶことができるよう、ワラや

ロープなどの玩具を設置している（写真６）。

また、豚が飽きないよう、一定時間ごとに玩

具を上げ下げしている。

写真４：ロフト付き育成舎。左上部がロフトに
　　　　なっており、子豚は自由に行き来できる。

（エ）最新式豚舎

　排せつ物を自動的に固液分離し、バイオガ

スシステムに搬送するシステムや、床下から

の換気システムを備え、豚房の一部が半開放

式になっている豚舎（写真７，８）。2013年

に建設されたばかりであり、現在研究が進め

られている。

写真５：ロフト付き育成舎全景（イメージ図）

写真６：上部のバーが動き、豚を飽きさせない仕組み。

写真７：豚舎全景。側面（緑の部分）が網戸状に
　　　　なっており、半開放状態になっている。

写真８：豚舎内の様子。壁面のゴム製カーテン部
　　　　から、半開放の敷地へ自由に移動できる。
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４．豚肉生産と輸出への影響

１）養豚生産の現状

　欧州統計局（ＥＵＲＯＳＴＡＴ）によれば、

2013年１～４月の累計と畜頭数は8241万

7000頭であり、前年同期と比較して0.7パー

セントの減少と、豚肉生産の面では大きな減

少は見られていない（図４）。
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図４　豚と畜頭数の推移（ＥＵ27カ国）

　また、価格は、2012年下半期に起きた供

給不足を要因とする高騰以降も、依然として

高水準を維持している（図５）。ユーロ危機が

憂慮された昨年と比べ、為替相場が主要通貨

に対してユーロ高となっていることを受け、

域外への輸出は前年同期比（１～４月）で４

パーセント程度減少している。このため、夏

の需要期においても、顕著な価格上昇は起き

ないと見込まれている。
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図５　豚枝肉卸売価格の推移（ＥＵ平均）
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図６　子豚価格の推移（ＥＵ平均）

　ただし、統計によれば、ＥＵ域内の豚飼養

頭数は全般的に減少傾向にある。特に、今回

のアニマルウェルフェア規制強化の影響を受

け、繁殖母豚については、飼養頭数が前年か

ら４パーセント減と明らかに縮小している。

このため、今後、さらに生産頭数の減少が強

まると予測されている。

　なお、母豚減少の余波は、子豚価格の上昇

に現れている（図６）。2013年６月の子豚価

格は、１頭当たり45.5ユーロ（5,900円）と

前年同月比3.0パーセント安であるが、過去

３カ年平均と比べ6.5パーセント高となって

おり、2011年年末から高い水準を保ってい

る。

　一方、生産者の経営上の課題として、現在は、

アニマルウェルフェアよりも飼料穀物価格の

高騰を懸念する声が多く聞かれた。ＥＵの豚

用配合飼料価格をみると、2012年12月を

ピークに下落傾向にあるものの高止まりを続

けており、2013年６月はトン当たり321.6

ユーロ（４万1800円）と、前年同月比8.3

パーセント高となっている（図７）。年別の単

純平均価格をみると、2010年に228.5ユー
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図７　豚用飼料価格の推移（ＥＵ）

ロ（２万9700円）であったものが、2012年

には303.8ユーロ（３万9500円）と、33パー

セントも上昇した。

　欧州の養豚経営では、飼料穀物として麦類

と大豆かすを中心に給与している。麦類は自

給する経営も多いが、大豆かすについては全

量を南米などからの輸入に依存しており、後

者については国際相場の影響を受けやすい状

況にある。

により一定規模の豚肉生産量の減少を予測し

ていた。

　欧州委員会の分析によると、2012年、

2013年はともに前年比２～３パーセント程

度の豚肉生産量の減少を予測している（図８）。

また、生産量の減少に伴い、過去５年間の平

均価格と比べ豚枝肉100キログラム当たり20

ユーロ（2,600円）以上の高値を維持すると

予測している（図９）。

　また同様に、デンマーク農業理事会も、ド

イツ、フランス、ポーランドなどの主要生産

国を中心に豚肉生産量が減少し、EU全体で２

パーセント程度の減産になると見込んでいる。

　一方、アニマルウェルフェアの強力な推進

国である英国では、一層厳しい状況が予測さ

れている。同国の農業園芸開発委員会（ＡＨ

ＤＢ）内の、養豚専門組織である英国養豚理

事会（ＢＰＥＸ）が公表したレポートによる

と、2013年にはＥＵ全体で５～10パーセン

ト程度の豚肉生産量が減少し、深刻な価格高

騰と豚肉不足が起きると警告した。この予測

は、前年に施行された採卵鶏のアニマルウェ

ルフェア規制強化（バタリーケージの禁止）

により、鶏卵生産量が減少し、価格が高騰し

資料：欧州委員会
　注：2012年11月以降は推計値を含む

図８　ＥＵの豚と畜頭数予測（欧州委員会）
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２）専門機関の予測

　2013年１月のアニマルウェルフェア規制

強化の適用開始を迎えるに当たり、欧州委員

会をはじめEU諸国の専門機関では、その影響
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資料：欧州委員会

図９　ＥＵの豚枝肉価格予測（欧州委員会）

た事実（囲み記事参照）を強く踏まえたもの

であったが、2013年７月時点では、ここま

での深刻な事態には陥っていない。

５．おわりに

（１） アニマルウェルフェア規制強化の
影響

　繁殖母豚の飼養頭数と養豚経営の減少、生

産性の低下などにより、ＥＵの豚肉不足を引

き起こす可能性も伝えられたアニマルウェル

フェア規制の強化であったが、現在（７月時点）

のところ、豚肉の価格や生産量に目立った影

響はみられていない。

　しかし、規制強化の影響を直接受けた繁殖

母豚の飼養頭数は、確実に減少している。大

きな減少を見せているのは、スペイン、ポー

ランド、イタリアなど、規制強化への措置と

して、廃業や肥育経営への転換により対処し

ているとされる国々であり、今後、更なる減

少が懸念されている。

　一方、今回調査を実施したデンマーク、オ

ランダのような豚肉輸出国では、既にＥＵの

アニマルウェルフェア基準にはほぼ対応済み

と認識されており、生産ならびに輸出へ支障

をきたす要因とはなり得ないことが確認され

た。加えて、両国では、規制への適合にとど

まらず、生産性の高い豚肉生産手法を着実に

発展させていることがわかった。こうした動

きは、豚肉を重要な輸出品目としてとらえる

行政や中央団体が、業界を主導してきた取り

組みの成果と考えられる。

　両国の養豚業界では、顧客である輸出先の

消費者に受け入れられるため、ＥＵ基準を上

回る厳格な基準を設けて対処している。この

ため、ＥＵ規則は、アニマルウェルフェア規

制を順守する国にとっては既に常識としてと

らえられつつあり、ミートパッカー、小売店

などは一層厳しい基準を設け、高付加価値販
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売につなげている。

　また、ＥＵ域内では、アニマルウェルフェ

ア規制に違反した畜産物は取り扱わない方針

を打ち出す大手スーパーなどが現れてきてい

る。消費市場としても国際的に大きな位置を

占めるＥＵのこのような趨勢は、アニマルウェ

ルフェアを前提とした畜産物の需要増加に向

かうことが見込まれ、生産面で見ても影響は

大きいものと予想される。

　併せてＥＵでは、国際獣疫事務局（ＯＩＥ）

や国連食糧農業機関（ＦＡＯ）などの国際機

関に対し、アニマルウェルフェア基準の策定

を求めており、将来的にアニマルウェルフェ

アへの対応状況が、国際貿易上のルールの一

つとして提案されることも十分に想像できる。

（２）これからのＥＵ豚肉産業

　アニマルウェルフェアに関しては、現状と

して、ＥＵ全体の豚肉市場は大きな混乱をき

たしてはいないものの、個別の経営レベルで

は、大豆かすをはじめとした飼料穀物価格の

高騰が懸念事項となっている。飼料コストの

上昇に伴う収益性と資金繰りの悪化は、デン

マーク・オランダでも大きな課題となってお

り、養豚経営の財務状況の落ち込みが、両国

の豚肉生産に打撃を与える可能性もある。

　特にデンマークでは、国内全体の景気後退

もあり、養豚経営が金融機関から十分な融資

を受けることは難しくなっている。資金繰り

に苦しむ経営は、回転率を上げるため、子豚

を販売する事例も多い。これは、母豚ストー

ル飼い禁止への対応に手間取る周辺国の子豚

不足により、子豚価格が高く保たれているこ

とも一因である。こうした子豚の生体輸出が

増加した結果、肥育豚が減少し、国内の食肉

処理場の稼働率低下や、豚肉生産量の減少な

ど、養豚産業全体にも影響を及ぼし始めてい

る。この点は、間接的ながらも、アニマルウェ

ルフェアの規制強化がもたらした影響ともい

える。

　また、これまでＥＵ産豚肉の主要な輸入国

であったロシア、ウクライナなどの東欧諸国

が、高い遺伝能力をもつデンマーク・オラン

ダ産の種豚の生体輸入を増やし、自国内生産

を高める動きもある。これらの国々において、

新たな生産体制が整う数年後には、ＥＵ域内

あるいは周囲の国を巻き込んで、豚肉生産の

勢力図に構造的な変化をもたらす可能性もあ

り、豚肉輸出国としてのＥＵの内部情勢が変

わってくることも見込まれる。

（参考）
採卵鶏のアニマルウェルフェア（バタリーケージの禁止）の影響

　養豚の妊娠豚ストール飼い禁止に一年先駆けて実施された、採卵鶏のバタリーケージ禁止
について、参考事例として紹介したい。

（ア）概要と経緯

　ＥＵでは、2012年１月から採卵鶏をバタリーケージで飼育することが禁止された。バタ
リーケージとは、ワイヤーを溶接したカゴであり、１羽当たりの面積はＡ４～Ｂ５サイズ程
度である。これを２～３段積み重ねて使用するのが一般的で、日本の採卵鶏経営も大半がこ
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の方式を採用している。
　採卵鶏バタリーケージの禁止は、1999年に決定されたEU指令1999/74/ＥＣに基づく
ものである。その後、およそ12年間の準備期間を経て、2012年１月より施行された。
　施行後の現在、採卵鶏の飼育には「エンリッチドケージ」と呼ばれる施設を利用する必要
がある。この施設の要件として、１羽当たり750平方センチメートル以上の床面積と、止ま
り木や砂浴び場などの自由な行動が可能な設備などが定められている。
　長期の準備期間は用意されていたが、全ての加盟国が施行前にこの規程に対応することは
できなかった。欧州委員会は、2012年１月26日付けで13の加盟国（注）に対し、バタリーケ
ージが引き続き利用されているとして、是正勧告を行った。その後、ほとんどの国で改善
されたものの、2013年４月の時点でイタリアとギリシアが未だ同規制に対応していないと
して、欧州委員会は、２カ国を欧州司法裁判所にEU指令違反として同月に起訴した。今後、
同裁判所にて違反が認定され、さらに是正期間を超過した場合、高額の罰金が科せられる可
能性もある。
（注） ベルギー、ブルガリア、ギリシア、スペイン、フランス、イタリア、キプロス、ラトビア、ハンガリー、オランダ、

ポーランド、ポルトガル、ルーマニア、の13カ国。

（イ）鶏卵市場への影響

　鶏卵生産量は、2011年から減少を続け、2012年５月には月間生産量76億6600万個（前
年同月比8.5％減）まで減少した（図）。これを受ける形で、2011年の鶏卵価格は上昇を続け、
2012年に入り急激な高騰を見せた。これは、小売業者などが、バタリーケージ禁止に準拠
していない生産者の鶏卵を取り扱わない旨を公表した影響を受けたためであり、2012年3
月には100キログラム当たり195.43ユーロ（２万5400円、同75.5％高）と、最高値を記
録した。
　その後、生産量は回復に向かったが、価格は高止まりを続けた。しかし、欧州委員会より
加盟国のほとんどが規制を遵守し、生産量が回復基調にあることを公表したところ、2013
年１月から価格は下落に転じた。2013年5月時点の鶏卵価格は、117.41ユーロ（１万
5300円、同26.1％安）と下落基調にある。価格は高い水準で推移しているが、生産量は
80億7600万個（同5.3％増）と、一昨年の水準までには至らないものの、前年と比べ増加
している。
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図　鶏卵の生産量と平均価格の推移（ＥＵ27カ国）


